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議 討 家庭用熱エネルギーの利用と選択

市場環境が大きく変化し当分はエネルギー需給・価

格も安定すると見込まれ，エネルギーの規制緩和と共

に市場メカニズムに基いた自由なエネルギー選択が指

向されつつある．家庭用200V機器の普及や業務用等

でのコージェネレーションなどエネルギー間の競合が

企業の活力を生み，社会に貢献すると期待されている．

家庭用の需要について都市ガスを中心に私自身の経験

を振り返り，考察してみた．

第2次オイルショック後の昭和55年，電力や都市ガ

スの料金は大幅に上昇した時期が大きな曲がり角であ

り，ガス事業者にとっても厳しい環境下にあった．当

時，家庭用として最も消費量の多い給湯用は，新築民

間集合住宅を中心として深夜電力利用の電気温水器が

相当の勢いで需要を伸ばしていた．また，安いエネル

ギーを求めて戸建住宅での太陽熱温水器や，地方都市

での石油給湯機の進出が顕著であった．豊かな生活実

現への貢献をめざしてガス事業者が永年にわたって販

売・施工等の体制を整備してきた給湯暖房（セントラ

ルヒーティング）市場にはとりわけ厳しかった．さら

にガス安全対策技術の遅れから，集合住宅では都市ガ

スを出来るだけ使わない方がよいのではとの声もあり，

とくに社会的なインパクトの大きい超高層住宅では全

電化へと向かう動きも強かった．

このような環境の中で，産学官をはじめ多くの関係

者からご支援をいただき，種々の技術開発が完成でき

た．また幸いにもその後エネルギー価格が安定した結

果，利用者の期待に応えられるようになって今日に至

ったものであり，わずか10年足らずとは言いながら，

当時とは隔世の思いがする．

機器についてはエレクトロニクスの技術進歩のおか

げで，ガスの大出力をうまく制御できるようになった

ことが大きい．例えば給湯器は性能の安定した燃焼・

排気用ファンの開発により，機器の小型化が図れ，設
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置の自由度が大幅に向上した．外気温の低下をセンサ

ーで検知し電気ヒーターで缶体を凍結防止する屋外設

置型とし，ガスの弱点である給排気問題が解決できた。

また，水流・湯温を検知し，一定温度に制御すると共

に，異常時にはガスを遮断するなどガス機器にとって

電気は不可欠のものとなってきた．現在では，家庭用

ガス機器で停電時にも使えるのは調理用コンロ位しか

ない．歴史にもしも……はないが，エレクトロニクス

の技術進歩があり，これをタイミングよくガス機器シ

ステムに取り込めたために消費者の選択枝の一つとし

て評価されるようになったのである．

現在では，昭和40年代後半から始めた原料のLNG

化と天然ガス(13Aガス）直接供給への転換がインフ

ラストラクチャーを非常に強固なものにした．安全対

策技術も格段に向上してきた．例えば，販売中の調理

用テーブルコンロにも全て安全装置が組み込まれ，煮

こぼれや吹き消え時にガスを遮断する．既築住宅のガ

ス栓の誤操作に対してはヒューズ機能の組み込みによ

る改善が進められている．さらにマイコン（ガス）メ

ータがガスの使用状態を監視し，地震等異常時にはガ

ス遮断できるトータルな安全システムの全戸設置化が

進められている．従って，残された重要課題は一般の

方々へのPRなど，安心してガスを使っていただける

ようなソフト面での対応となっている．

我が家にも電気ポットや温水トイレなど電気器具が

増えてきた.200V機器普及によって，消費者（生活

者）のエネルギー選択の自由度が拡がることは望まし

い．一方では昔から慣れ親しんだ「炎」も技術進歩に

よって，安全・便利，快適で経済的な熱エネルギーと

して有効に利用していただけるようになってきた．技

術者の夢である新用途・新システム開発も進んでいる。

｢ガスのある生活」を選択していただけることを切望

し，微力をつくしたいと思っている．
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